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令和７年度  保護者アンケートの結果 
 

Ⅰ. 過去３年の回収率 

 令和７年度 令和６年度 令和５年度 
児童生徒数 回収数 回収率 児童生徒数 回収数 回収率 児童生徒数 回収数 回収率 

小学部 ３３ ３２ ９７％ ３５ ３４ ９７％ ４１ ３７ ９０％ 

中学部 ３８ ３３ ８７％ ３３ ３１ ９４％ ２７ ２５ ９３％ 

高等部 ７６ ６２ ８２％ ７８ ５６ ７２％ ７４ ５7 ７７％ 

全体 １４７ １２７ ８６％ １４６ １２１ ８３％ １４２ １１9 ８4％ 
 

Ⅱ. 各設問の結果 

 

「学校の教育目標」 についてお聞きします。 

１ 

「じょうぶで、元気な児童生徒」の育成に向けて取り組んでいる。 

 

 

２ 

「明るく、すなおな児童生徒」の育成に向けて取り組んでいる。 

 

 

３ 

「仲良く、助け合う児童生徒」の育成に向けて取り組んでいる。  

 

 

４ 

「自ら進んで、がんばる児童生徒」の育成に向けて取り組んでいる。 

 

 

５ 

「地域の中で、ともに学ぶ児童生徒」の育成に向けて取り組んでいる。 
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努力事項１ 「一人一人の教育的ニーズに応じた学習指導の充実」 についてお聞きします。 

６ 

お子様の卒業後の地域における生活を見据えた教育をしている。 

 

 

７ 

個別の教育支援計画・個別の指導計画を適切に作成し、効果的に活用している。 

 

 

８ 

御家庭と課題を共有して効果的な配慮を講じている。また、必要に応じて相談会やケース会などを実

施している。 

 

 

９ 

進路や卒業後のことについて適切な情報提供を行い、発達段階に応じた適切な進路相談に努めている。

（進路の手引き、進路便りによる情報提供等を含む） 

 

 

１０ 

お子様の必要性や発達段階に応じて、情報機器を活用したり情報モラルを身に付けられるようにしたりして

いる。 

 

 

努力事項２ 「教職員一人一人の授業力と専門性の向上」 についてお聞きします。 

１１ 

分かりやすい授業作りに取り組んでいる。 
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努力事項３ 「健やかな心と体を育む教育の徹底」 についてお聞きします。 

１２ 

健康に関する指導（感染症や虫歯の予防等）や食に関する指導、性教育等の健康教育に取り組んでいる。 

 

 

１３ 

集団感染などを防ぐための方策を、状況に応じて取り組んでいる。 

 

 

１４ 

いじめの未然防止及び早期発見、早期対応に努め、安心して生活できる教育環境作りに取り組んでいる。 

 

 

１５ 

防災（生活安全・交通安全・災害安全）に関する教育（訓練や対策等）に取り組んでいる。 

 

 

１６ 

快適な生活・学習環境の提供に取り組んでいる。（物品管理、清掃活動、緑化活動等）  

 

 

１７ 

個人情報について適切に管理している。（４月に行う個人情報の取扱いに関するアンケートを基にした居住

地校学習の実施や各種お便りなどの作成に関する配慮等） 
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努力事項４ 「地域と連携・協力した教育活動の推進」 についてお聞きします。 

１８ 

地域の小・中学校や高等学校との交流及び共同学習（居住地校学習、学校間交流）に取り組んでいる。

（作品交流やビデオレター交流、オンライン交流を含む） 

 

 

１９ 

ゲストティーチャー等の地域人材や、近隣の施設・設備等を有効活用した学習活動に取り組んでいる。 

 

 

20 

保護者の期待や要望等について、学校評価アンケート及び学校行事（運動会、学習発表会など）のアン

ケートを実施し、それらを学校運営に生かしている。また、学校評価説明会（１２月学習参観時）や各種お便

りなどで、アンケートの結果や改善点を説明している。 

 

 

21 

各種便りの発行（学校便り、開校記念、保健、進路、防災など）、学校見学会の実施、ホームページの更新、

作品展への出展等、地域社会に向けた情報発信に取り組んでいる。 

 

 

努力事項５ 「地域の特別支援教育のセンター的機能の充実」 についてお聞きします。 

２２ 

就学・教育相談、学校見学会、研修会等を通じて、地域の特別な配慮を要する幼児児童生徒が、適切な指

導や支援が受けられるよう必要な情報の提供に努めている。 
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アンケート結果の考察  

１ 回収率 

    全体の回収率は８５%（Ｒ６：８３%）と微増しました 。特に、昨年度課題であった高等部の回収率

が７２%から８２%へと向上しています。実習が始まる前に約１週間の回答期間を設定するなど、配

布・回収方法を工夫したことが要因と考えられます。お忙しい中での御協力、誠にありがとうございま

した。一方、学部によっては回収率が低下していることもありましたので、今後も多くの保護者の皆様

の御意見を伺えるよう、アンケートの回収方法等を検討してまいります。 

なお、アンケートの実施方法につきましては「その他：全体に関わる内容」を御参照ください。 

２ 設問別の結果 

（１） 全体傾向 

質問２２項目中２１項目で「そう思う」「ややそう思う」を合わせた肯定的評価が９０%を超えて

おり、学校の教育活動に対して、皆様からおおむね肯定的な評価をいただいているといえます。 

（２） ８項目が肯定的評価９５%以上 

質問２２項目中１２項目については、肯定的評価が９５%以上になっています。特に質問７「個

別の教育支援計画」（肯定的Ｒ７：96%、R6：９８％）や質問８「家庭との連携」（肯定的Ｒ７：97%、R6：９

３%）、質問１５「防災教育」（肯定的Ｒ７：9７%、R6：９９％）は、昨年度と同様に、高い評価が得られて

います。本校の強みとしていけるよう、継続して取り組んでまいります。 

（３） 改善が見られた項目 

質問１０の情報機器の活用について「そう思う」の回答がＲ６の６１%からＲ７では７０%へと約

１０ポイント増加しました。情報機器活用の取組が、より具体的に伝わった結果と考えられます。 

（４） 昨年度から継続して改善に取り組んでいる課題 

① 質問１４：いじめの未然防止 

肯定的評価はＲ６（86%）、R7（87%）と横ばいです。「分からない」の回答はＲ６の１３%

からＲ７では９%に減少しましたが、自由記述では「どう対処するのか具体的にしてほしい」と

いう切実な声もいただいております。安心につながる具体的な方針について丁寧に説明する

ことを大切にしてまいります。 

② 質問１２：健康教育（食育・性教育など） 

「そう思う」の回答がＲ６（61%）、R7（65%）と、肯定的評価全体に比べてやや低い水準

で横ばいです。昨年度の評価結果を踏まえ、具体的に取組を進めているところではあります

が、お便り等で具体的に発信するなど、御理解を得られるように工夫してまいります。 

③ 質問１０：情報機器の活用・情報モラル 

昨年度から改善が見られた項目であるものの、肯定的評価が９０%を超える項目が多い

中、全項目の中でやや低い結果となりました。 

情報機器の活用や情報モラル教育は、これからの社会生活に欠かせない重要なスキルで

あり、保護者の皆様にとっても関心や期待が非常に高い分野だと考えられます。そのため、単

に「取り組んでいる」という事実だけでなく、「どのような力を身に付けさせているのか」という

質の部分まで注目されやすく、期待が高い分、評価が低くなる場合があると推察されます。 

３ 自由記述 

      昨年度は下校時刻や学校行事など、学校運営全体に関わる御意見がありましたが、今年度の

自由記述では見られなくなりました。その上で、今年度はより個別・具体的な支援に関する要望

や質問が中心となりました。御意見の詳細や御回答は次項以降に記載いたします。なお、昨年度

学校運営全体に関わるいただいた御意見につきまして、今年度は以下の対応を行いました。 

（１） 下校時刻について： 

昨年度の説明不足を反省し、父母教師会が集まる機会などに保護者の皆様への説明をより

丁寧に行うよう努めました。 

（２） 学校行事について： 

当日、御都合がつかない保護者の方にも御覧いただけるよう、リハーサルを公開する形での

工夫を行いました。  


